
第   121  回　日本消化器内視鏡学会関東支部例会

JGES-Kanto Cup 12月14日（日）　　第1会場A　13:40 ～ 16:40

　司会　日本大学医学部内科学系　消化器肝臓内科学分野 木暮　宏史
　　　　慶應義塾大学医学部　内視鏡センター 加藤　元彦
評価者　国立がん研究センター中央病院　肝胆膵内科 肱岡　　範
　　　　北里大学医学部　消化器内科学 草野　　央
　　　　聖マリアンナ医科大学　消化器内科 前畑　忠輝

JGES-Kanto Cup-1
結石嵌頓に対し，経皮・経消化管・経乳頭的手技を駆使して治療し得た一例
横浜市立大市民総合医療センター　消化器病センター内科 1）

横浜市立大学　消化器内科学教室 2）

○角田 翔太郎1），三輪 治生1），鈴木 悠一1），
森本 　学1），前田 　愼2）

JGES-Kanto Cup-2
抜去困難となった MHSEMS に FCSEMS 追加留置が有用であった一例
埼玉医大総合医療センター・消化器・肝臓内科 ○新井 智洋，中川 慧人，池田 守登，倉岡 直亮，

松原 三郎

JGES-Kanto Cup-3
胆道鏡が診断に有用であった胆管狭窄の一例
自治医科大学附属さいたま医療センター　消化器内科 ○水谷 　琢，関根 匡成，山本 大貴，岩井 朱音，

藤田 美優，華山 翔泰，橋本 　凌，
青山 佳代子，井上 智博，佐藤 杏美，
佐々木 吾也，今井 友里加，勝部 聡太，
森野 美奈，三浦 孝也，吉川 修平，上原 健志，
浅野 岳晴，松本 吏弘，宮谷 博幸，眞嶋 浩聡

JGES-Kanto Cup-4
十二指腸部分切除後・乳頭口側 Braun 吻合後に認めた吻合部肛側襞裏の 40mm SNADET に対し
て ESD し得た 1 例

東京大学医学部附属病院　消化器内科 1）

東京大学医学部附属病院　胃食道外科 2）

○平松 拓馬1），辻 　陽介1），岡本 麻美2），
馬場 祥史2），藤城 光弘1）

JGES-Kanto Cup-5
術後膵管空腸吻合部狭窄における空腸視認性向上を活かした狭窄突破の試み

亀田総合病院　消化器内科 ○船登 智將，白鳥 俊康，中路 　聡

JGES-Kanto Cup-6
EUS-HGS ステント早期機能不全に対する細径内視鏡と Uneven Method を用いた Rescue ERCP
の 1 例
日本大学医学部内科学系　消化器肝臓内科学分野 ○青木 　央，藤澤 真理子，三浦 義正，

木暮 宏史
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JGES-Kanto Cup-7
肛門管癌の ESD に対してスコープホルダーが有用だった 1 例

秩父市立病院　内科 1）

秩父市立病院　消化器内科 2）

埼玉県立がんセンター　内視鏡科 3）

国民健康保険町立小鹿野中央病院　内科 4）

○田中 健丈1），中原 守康2），池田 憲生1），
古江 康明3），依田 雄介3），中條 恵一郎3），
笹部 真亜沙3），鈴木 統大3），萩原 拓哉4）

JGES-Kanto Cup-8
穹窿部前壁病変に対する内視鏡的粘膜下層剥離術に細径内視鏡用弯曲アクセサリーと water 
pressure method が有用であった一例

慶應義塾大学　医学部　内視鏡センター ○水谷 真理，宮崎 蔵人，高取 祐作，高林 　馨，
加藤 元彦

JGES-Kanto Cup-9
十二指腸乳頭部癌 EP 後，遺残胆管病変に RFA 施行し，膵管口完全閉塞に対し針状高周波ナイフ
による切開で膵管口露出に成功した一例
国立がん研究センター中央病院　肝胆膵内科 1）

国立がん研究センター中央病院　内視鏡科 2）

○藤崎 敬太1），肱岡 　範1），永塩 美邦1），
山重 大樹1），斎藤 　豊2）

JGES-Kanto Cup-10
 Ho:YAG レーザーを用いて抜去困難となった FCSEMS を抜去し得た一例
順天堂大学医学部附属順天堂医院消化器内科 ○高橋 　翔，生駒 一平，高崎 祐介，藤澤 聡郎，

伊佐山 浩通

JGES-Kanto Cup-11
DAICE 法を用いた大腸全層欠損閉鎖と難治性腹腔内膿瘍・瘻孔に対する集学的治療で手術を回
避した一例
昭和医科大学　江東豊洲病院　消化器センター ○呉 　將禎，角 　一弥，田邊 万葉，井上 晴洋，

横山 　登

JGES-Kanto Cup-12
主膵管の走行亜型を有した膵仮性嚢胞門脈穿破に対する副乳頭ランデブーステンティング

藤沢市民病院 1）

横浜市立大学　消化器内科学教室 2）

○伊藤 基哉1），岩井 知久1），安藤 知子1），
福地 剛英1），近藤 新平1），西村 正基1），
塚本 　恵1），尾崎 裕理1），中村 朗子1），
永守 駿太1），加藤 瑠莉1），曽我 陽夏汰1），
岩瀬 　滋1），前田 　愼2）

－s 41－－40－


